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(57)【要約】
　減圧及び吻合を形成するためのステントを埋め込むた
めの装置が提供されている。該ステントは、非拡張性の
概ね管状の本体を備えている。該管状の本体は、近位部
分と及び遠位部分と、該本体の少なくとも一部分を貫通
している管腔と、該管腔と流体連通している前記遠位部
分に設けられた遠位の開口と、前記管腔と流体連通して
いる前記近位部分に設けられた近位の開口とを備えてい
る。該ステントは更に、前記管状本体の遠位部分に配置
されている第一の磁気要素と、前記管状本体の近位部分
に可動状態で位置決めできる第二の磁気要素とを備えて
いる。該第二の磁気要素は、前記管状本体の近位部分を
包囲し且つその外周上を前記第一の磁気要素に向かって
動かすことができる構造とされている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　減圧及び吻合形成のためのステント装置であり、
　非拡張性の概ね管状の本体であって、近位部分及び遠位部分と、該管状の本体の少なく
とも一部分を貫通している管腔と、前記遠位部分に設けられており且つ前記管腔と流体連
通している遠位の開口と、前記近位部分に設けられており且つ前記管腔と流体連通してい
る近位の開口とを備えており、体内導管内に少なくとも部分的に配置され且つその中を通
る体液の流通を補助する構造とされている前記管状の本体と、
　前記管状の本体の遠位部分上に配置された第一の磁気要素であって、該第一の磁気要素
が前記管状の本体の一部分を包囲するように貫通穴が形成されている前記第一の磁気要素
と、
　前記管状本体の前記近位部分上に可動形態で位置決め可能な第二の磁気要素であって、
該第二の磁気要素が前記管状の本体の前記近位部分を包囲し且つ該近位部分の外周に沿っ
て前記第一の磁気要素に向かって動くことができる構造となるように貫通穴が形成されて
いる前記第二の磁気要素と、を備えていることを特徴とするステント装置。
【請求項２】
　前記第一の磁気要素が前記体内導管内に配置される構造とされており、前記第二の磁気
要素が体腔内に位置決めされる構造とされており、前記体腔が前記管状の本体の管腔を介
して体内管腔と流体連通せしめられるようになされている、ことを特徴とする請求項１に
記載のステント装置。
【請求項３】
　前記第一の磁気要素がテーパーが付けられた遠位端部を備えていて前記第一の磁気要素
の前記体腔内への配置を補助するようになされている、ことを特徴とする請求項１に記載
のステント装置。
【請求項４】
　前記第一の磁気要素が凸面又は凹面の一方を有する端部を備えており、前記第二の磁気
要素が凸面又は凹面の他方を備えている、ことを特徴とする請求項１に記載のステント装
置。
【請求項５】
　前記第一の磁気要素と第二の磁気要素とが、該第一及び第二の磁気要素から軸線方向に
突出している第一及び第二の縁を形成している、ことを特徴とする請求項１に記載のステ
ント装置。
【請求項６】
　前記第一の磁気要素が、前記第二の磁気要素内に少なくとも部分的に入れ子式に結合さ
れている大きさとされている、ことを特徴とする請求項５に記載のステント装置。
【請求項７】
　前記第一の磁気要素と第二の磁気要素とが非外傷性の係合面を備えている、ことを特徴
とする請求項１に記載のステント装置。
【請求項８】
　前記第一の磁気要素が前記管状の本体に対して定位置に固定されている、ことを特徴と
する請求項１に記載のステント装置。
【請求項９】
　前記ステントが更に前記管状の本体から外方に向かって延びている保持部材を更に備え
ている、ことを特徴とする請求項１に記載のステント装置。
【請求項１０】
　前記管状の本体が前記管腔に連通される複数の穴を備えている、ことを特徴とする請求
項１に記載のステント装置。
【請求項１１】
　前記第一の磁気要素が遠位方向に動くのを阻止するストッパ部材を更に備えている、こ
とを特徴とする請求項１に記載のステント装置。
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【請求項１２】
　前記第一及び第二の磁気要素が自己芯出し性である、ことを特徴とする請求項１に記載
のステント装置。
【請求項１３】
　前記第一の磁気要素を送り込むための第一の給送器具を更に備えている、ことを特徴と
する請求項１に記載のステント装置。
【請求項１４】
　前記第二の磁気要素を送り込むための第二の給送器具を更に備えている、ことを特徴と
する請求項１に記載のステント装置。
【請求項１５】
　前記第一の給送器具が内視鏡超音波器具からなる、ことを特徴とする請求項１３に記載
のステント装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して２つの内臓間を減圧し且つ吻合を形成するための方法及び器具に関し
、更に特定すると、ステントと磁石とを備えている方法及び器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　歴史的には、体液の流れの方向を変える目的で２つの内臓間に流路又は吻合を形成する
ために胃腸管（ＧＩ）手術がなされて来た。腫瘍、潰瘍、炎症性狭窄、又は外傷のような
状態により、腸又は胆管の閉塞を起こしている患者の体内においては、例えば腸管内容物
又は胆汁の流れの方向が変えられる。吻合を形成するための外科処置中においては、２つ
の組織が、縫合糸、ステープル、又は接着剤のような何らかの他の固定手段のような器具
を使用して接合される場合が多い。処置中にこれらの組織が接合されている間、これらの
組織を一時的に定位置に保持するために種々のタイプの外科器具が使用される。切開手術
においては、この一時的な保持は、把持具、鉗子、又はその他医師によって操作される組
織保持具によってなされる。腹腔鏡手術においては腹腔鏡によるアクセスが処置部位に挿
入される器具の数を制限して組織固定処置をより一層厄介なものとするが、腹腔鏡手術に
おいても同様の器具が使用される。
【０００３】
　これらのタイプのＧＩ手術が行なわれるときに、壁境界部に器具が突き刺さる可能性が
ある。従って、胸膜腔及び腹腔が細菌を含むＧＩ内容物によって汚染されないように細心
の注意を払わなければならない。このような汚染は、これらの位置では本来起こらない。
著しい汚染が生じた場合には、次いで深刻な感染が起こり、これは深刻な病気又は早期に
且つ徹底的に治療されない場合には死につながり得る。
【０００４】
　これらの制限事項に対処し且つこのような手術の侵襲性を最少にするために、吻合を形
成するための磁気吻合器具（ＭＡＤ）が開発されて来ている。例示的なＭＡＤが米国特許
第５，６９０，６５６号に開示されている。該米国特許の開示内容は、これに言及するこ
とによりその全体が参考として本明細書に組み入れられている。該’６５６特許によるＭ
ＡＤは、大まかには、第一及び第二の磁石アセンブリを備えており、該磁石アセンブリは
薄い金属製の縁によって包囲されている磁気コアを備えている。該第一及び第二の磁石ア
センブリは、それらの間に吻合が形成されることが望ましい２つの内臓内に位置決めされ
且つ相互に極めて近づけられる。２つの磁気コア間の磁気引力により、２つの隣接する内
臓の壁は前記磁石アセンブリ間特に磁気縁間で圧縮されて壁の虚血性壊死がもたらされて
これら２つの内臓間に吻合が形成される。
【０００５】
　ＭＡＤは、該ＭＡＤの磁石アセンブリを単に呑み込ませ且つ蛍光透視によるマッサージ
を使用して２つの磁石アセンブリを整合させるか又は把持用鉗子を内視鏡的に使用するこ
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とによって、押し込みカテーテルを使用する（且つ典型的には蛍光透視による）ガイドワ
イヤーの外周に沿った開腹術のような外科的介入によって送り込まれる。磁石を包囲して
いる内臓組織同士が融合した後、続いて約１０日以内に、磁石と閉じ込められた壊死組織
とが包囲している組織から分離されて内臓間に穴が残る。
【０００６】
　ある種の患者においては、閉塞は、痛みを伴う体内流路を通る流体の流れの制限を惹き
起こし、これは、典型的なＭＡＤの設置よりも更に迅速に穴が形成されることを必要とす
る。例えば、胆管を通る肝臓からの胆汁の流れは、腫瘍又はその他の障害によって遮られ
る。胆管からの胆汁を解放するためには、流体の流れを迅速に回復させる必要がある。典
型的には、総胆管内の閉塞は、排液用ステントをファーター膨大部を介して総胆管内に挿
入して閉塞部に穴を開けることによって緩和させることができる。しかしながら、ファー
ター膨大部を介して挿入される排液用ステントが使用される場合には、排液用ステントの
閉塞を含む幾つかの欠点が生じる。更に、前記の流路及び胆管からの流体の流れを維持す
るためには、排液用ステントを定期的に変換する必要があり、これは患者に対する追加の
手術を必要とする。
【０００７】
　導管の迅速な減圧及びそれに続く吻合のための器具及び方法の必要性がある。
【発明の概要】
【０００８】
　従って、本発明は、上記した欠点のうちの１以上を解決し又は改良するための特徴を備
えた方法及びステント装置を提供することを目的としている。
【０００９】
　上記の目的は、本発明の一つの特徴に従って、減圧及び吻合を形成するためのステント
装置を提供することによって達成される。該ステント装置は、非拡張性の概ね管状の本体
であって、近位部分及び遠位部分と、該本体の少なくとも一部分を貫通して伸長している
管腔と、前記遠位部分に設けられ且つ前記管腔と流体連通している遠位の開口と、前記近
位部分に設けられ且つ前記管腔と流体連通している近位の開口とを備えている前記管状の
本体を備えており、前記本体は、少なくとも一部分が体内導管内に配置され且つ該導管内
を通る体液の流通を補助する構造とされている。該ステント装置は更に、前記管状本体の
遠位部分に配置されている第一の磁気要素であって、該第一の磁気要素が前記管状本体の
一部分を包囲するように貫通して形成された穴を備えている前記第一の磁気要素と、前記
管状本体の前記近位部分に可動形態で位置決めできる第二の磁気要素であって、該第二の
磁気要素が前記管状本体の前記近位部分を包囲し且つ該近位部分の外周上を前記第一の磁
気要素に向かって動かすことができる構造とされている前記第二の磁気要素とを備えてい
る。
【００１０】
　本発明のもう一つ別の特徴に従って、２つの体腔間に吻合を形成する方法が提供されて
いる。該方法は、第一の体腔と第二の体腔との壁を貫通して穴を設けるステップと、該穴
にステントを挿入するステップとを含んでいる。該ステントは、非拡張性の概ね管状の本
体であって、近位部分及び遠位部分と、該本体の少なくとも一部分を貫通して伸長してい
る管腔と、前記遠位部分に設けられ且つ前記管腔と流体連通している遠位の開口と、前記
近位部分に設けられ且つ前記管腔と流体連通している近位の開口と、を備えている前記管
状の本体を備えている。該ステントは更に、前記管状本体の遠位部分に配置されている第
一の磁気要素を備えており、該第一の磁気要素は、該第一の磁気要素が前記管状本体の一
部分を包囲できるように貫通して形成された穴を備えている。該方法は更に、前記第一の
磁気要素と前記遠位部分とを前記第二の体腔内に位置決めするステップと、前記管腔が前
記第一の体腔と前記第二の体腔との間で流体連通するように前記近位部分を前記第一の体
腔内に位置決めするステップと、次いで前記第二の磁気要素が前記第一の磁気要素に向か
って動くことができるように前記第二の磁気要素を前記近位部分の外周に沿って配置する
ステップとを含んでいる。
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【００１１】
　本発明のもう一つ別の特徴に従って、２つの体腔間に吻合を形成する方法が提供されて
いる。該方法は、給送器具を第一の体腔の壁と第二の体腔の壁とを貫通して挿入するステ
ップと、ステントを前記給送器具の外周に沿って送り込んで該ステントを前記第一の体腔
と第二の体腔との間に位置決めし且つそれらの体腔間に流体の流れを確立するステップと
を含んでいる。該ステントは、非拡張性の概ね管状の本体であって、近位部分及び遠位部
分と、該本体の少なくとも一部分を貫通して伸長している管腔と、前記遠位部分に設けら
れ且つ前記管腔と流体連通している遠位の開口と、前記近位部分に設けられ且つ前記管腔
と流体連通している近位の開口とを備えている前記管状の本体と、該管状本体の遠位部分
に配置されている第一の磁気要素とを備えており、該第一の磁気要素は、該第一の磁気要
素が前記管状本体の一部分を包囲するように貫通して形成された穴を備えている。該方法
は更に、前記ステントを、前記近位部分が前記第一の体腔内へと延び且つ前記遠位部分が
前記第二の体腔内へと延びる状態とし且つ前記遠位部分上の前記第一の磁気要素が前記第
二の体腔内に配置される状態に位置決めするステップと、前記第二の磁気要素を前記ステ
ントの前記近位部分へ送り込むステップと、前記第一の磁気要素と前記第二の磁気要素と
の吸引力を使用して吻合を形成するステップとを含んでいる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　図１は、本発明によるステントの斜視図であり、互いに隔置されている磁気要素が示さ
れている。
【００１３】
　図２は、前記磁気要素同士が互いに接触している状態にある本発明によるステントの斜
視図である。
【００１４】
　図３は、磁気要素がステントから取り外されている状態の本発明によるステントの斜視
図である。
【００１５】
　図４は、本発明による磁気要素の一つの実施形態の部分図である。
【００１６】
　図５は、本発明による磁気要素の代替的な実施形態の部分図である。
【００１７】
　図６は、ステントを配置するためのＧＩ管内の給送装置の概略図である。
【００１８】
　図７は、総胆管と十二指腸との間でのステント配置を示している概略図である。
【００１９】
　図８は、十二指腸内でのステント上への前記第二の磁気要素の配置の概略図である。
【００２０】
　図９は、ステント上を前記第一の磁気要素に向かって遠位方向へ移動している前記第二
の磁気要素の概略図である。
【００２１】
　図１０は、前記第一の磁気要素と接している前記第二の磁気要素の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明を説明するが、図面において、同様の部材は同様の参照符
号によって示されている。本発明の種々の構成要素の相対関係及び機能は、以下の詳細な
説明によって更に良く理解できる。しかしながら、本発明の実施形態は図示されている実
施形態に限定されない。図面は等尺ではなく、ある種の例においては本発明の理解に不必
要な細部例えば一般的な構成及びアセンブリは省略されている。
【００２３】
　明細書において使用されている近位及び遠位という用語は、ステントを患者の体内ヘ送
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り込んでいる医師から見たものであると理解されるべきである。従って、“遠位“という
用語は、医師から最も遠いステントの部分を意味しており、“近位”という用語は、医師
に最も近いステントの部分を意味している。
【００２４】
　図１及び２は、本発明の実施形態によるステント１０を示している。ステント１０は、
非拡張性の概して管状の本体１４を含んでおり、該管状の本体１４は近位部分２０と遠位
部分３０とを備えている。管腔３２が、近位の開口２１と遠位の開口３１との間でステン
ト１０の管状本体１４の少なくとも一部分を貫通して延びている。ステント１０は更に、
第一の磁気要素４０と第二の磁気要素４２とを備えている。第一の磁気要素４０は、ステ
ント１０上の第二の磁気要素４２の遠位側に配置されている。第二の磁気要素４２は、ス
テント１０の近位部分２０の外周に移動可能な形態で位置決めすることができる。幾つか
の実施形態においては、第一の磁気要素４０はステント１０上の定位置に固定される。ス
テント１０はまた、第一の磁気要素４０がステント１０の遠位端に向かって更に遠位方向
へ動くのを阻止するストッパ部材５５をも備えている。図３に示されているように、第二
の磁気要素４２は、ステント１０の近位部分２０の外周を覆う形態に位置決めされ、第一
の磁気要素４０に向かって遠位方向に動かされ、最終的には以下に更に詳細に説明するよ
うに第一の磁気要素４０に結合して吻合を形成する構造とされている。第一の磁気要素４
０と第二の磁気要素４２との間の吸引力によって、磁気要素４０，４２が互いに引き寄せ
られる。図３に示されているように、第二の磁気要素４２は、ステント１０の管状本体１
４の外周上を第一の磁気要素４０に向かって引き寄せられるように遠位方向へ動くことが
できる構造とされている。図５にはまた遠位端部５６も図示されており、該遠位端部５６
は、第一の磁気要素４０を体内位置に挿入する補助となる円錐形状とされている。
【００２５】
　第一の磁気要素４０と第二の磁気要素４２とは、これらの磁気要素４０，４２が管状ス
テント１０上に位置決めされ且つ少なくとも第二の磁気要素４２が第一の磁気要素４０に
向かって遠位方向に動くことができるようにする何らかの形状及び大きさを有している。
第一及び第二の磁気要素４０，４２はまた自己芯出し性のものであるが、ステント１０も
また第一及び第二の磁気要素４０，４２を互いに結合するように位置決めする補助となる
。幾つかの実施形態においては、第一磁気要素４０と第二の磁気要素４２とは、互いに入
れ子式に結合して吻合を形成する形状とされる。
【００２６】
　第一の磁気要素４０と第二の磁気要素４２との例示的な図面が図４に示されており、磁
気要素４０と４２とのかみ合いを示すためにステントは示されていない。第一の磁気要素
４０と第二の磁気要素４２とはディスク形状とされており、第一の磁気要素４０は第二の
磁気要素４２の外径４８の内側に入れ子式に結合しているより小さな外径４６を有してい
る。第一の磁気要素４０が第二の磁気要素４２と接触したときに、第一の磁気要素４０の
第一の接触面５２と第二の磁気要素４２の第二の接触面５４とに接触境界部５０が形成さ
れる。第二の磁気要素４２は、少なくとも部分的に第一の磁気要素４０の一部分の外周を
覆うように延びている重なり縁５８を備えている。磁気要素４０，４２が体内に埋め込ま
れると、磁気要素４０，４２が互いにより近づいて、組織が第一の磁気要素４０の第一の
接触面５２と第二の磁気要素４２の第二の接触面５４との間で押圧されて吻合が形成され
る。これらの磁気要素が互いに近づいて吻合が形成されるときに、体内での刺激を回避す
るように組織に曝される吻合面を備えた第一の磁気要素４０及び第二の磁気要素４２が形
成される。
【００２７】
　図５は、第一の磁気要素４０と第二の磁気要素４２との代替的な形状を示しており、該
形状においては、第一の磁気要素４０は弾丸形状の第一の接触面５２を備えており、第二
の磁気要素４２は第一の磁気要素４０とかみ合う形状とされており、第二の接触面５４は
弾丸形状の第一の接触面５２とかみ合う形状とされている。当業者は、磁気要素４０，４
２のための多くの代替的な形状が可能であることがわかるであろう。更に、第一の磁気要
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素４０は遠位の端部５６を備えており、該遠位の端部５６は、第一の磁気要素４０の体内
位置への挿入を補助する形状とされている。非限定的な例として、第一の磁気要素４０は
遠位の端部５６にテーパーが付けられるか、又は第一の磁気要素４０全体が近位の端部５
７から遠位の端部５９にかけてテーパーが付けられている。しかしながら、当業者は、磁
気要素４０、４２の各々に対してあらゆる形状を使用することができることがわかるであ
ろう。
【００２８】
　図４及び５に示されているように、第一の磁気要素４０は、該磁気要素４０を貫通して
形成された穴６０を備えており、この穴６０は、管状本体１４の遠位部分３０を包囲でき
る大きさ及び形状とされている。第一の磁気要素４０は、該第一の磁気要素４０がステン
ト１０に対して定位置に固定され且つ第二の磁気要素４２がステント１０及び第一の磁気
要素４０に対して動くことができるようにステント１０に固定されている。第一の磁気要
素４０は、当業者に公知の何らかの手段例えば接着剤を使用してステント１０に固定され
ている。第二の磁気要素４２は、磁気要素４２を貫通して形成されている穴６２を備えて
おり、この穴６２は、第二の磁気要素がステント１０の管状本体１４を包囲し且つステン
ト１０の外周に沿って遠位方向に第一の磁気要素４０に向かって動くことができる大きさ
及び形状とされている。
【００２９】
　ステント１０はまた、ステント１０を体内の定位置に保持する補助となる１以上の改造
部分をも備えている。例えば、図１及び２に示されているように、１以上の保持部材７０
が管状本体１４上に含まれている。保持部材７０は、管状本体１４から約４～８ｍｍの長
さに亘って延びている跳ね蓋である。保持部材の他の長さも可能であり、この長さは、導
管の穴の大きさ、保持部材の柔軟性、ステントの長さ、及びステント１０が導管内に埋め
込まれた状態に留まる時間に依存する。保持部材７０は、管状部材１４の壁に設けられた
長手方向の切り込みにより該管状部材１４によって形成されている。別の方法として、保
持部材７０は、本体１４と一緒に若しくは本体１４に加えて成形することによって形成す
るか又は当業者に公知の何らかの方法で形成することができる。図３に示されているよう
に、管状本体１４には１以上の穴７２が備えられている。穴７２は、ステント１０を介す
る排液を補助する構造とされている。ステント１０には、付加的な改造部例えば１以上の
つなぎ紐もまた備えられる。第一の磁石４０はまた、ステント１０を導管の壁に押し付け
て定位置に保持する補助となる形状とされていても良い。
【００３０】
　ステント１０は、体内の導管内に埋め込むのに適した大きさとすることができ且つ導管
の大きさによって変わる。ステント１０は約３～１５Ｆｒ（フレンチ）の外径とすること
ができる。ステントの長さは約５～３０ｃｍである。これより短いか長いステントもまた
使用できる。これらの大きさは単なる例示であり、他のサイズを使用しても良い。
【００３１】
　ステントは、該ステントが導管の曲率に合致し且つ堅牢なステントによって生じる埋め
込み部位の刺激を除去するか又は軽減して、刺激、組織の変化、又は導管の変化の虞を減
じるのに十分な柔軟性を有している材料によって作られる。該材料はまた、ステントが導
管内に位置決めされたときにステントを貫通する管腔を維持するのに十分な強さをも備え
ていなければならない。ステント１０のための例示的な材料としては、限定的ではないけ
れども、SOF-FLEX（登録商標）、ある種のポリエーテルウレタン、シリコーン、ブロック
共重合体、ウレタン、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴ
ＦＥ）、ＦＥＰ等、及びこれらの組み合わせがある。幾つかの実施例においては、ステン
ト１０は生分解性材料によって作られる。多くの生体吸収性ホモポリマー、共重合体、又
は生体吸収性ポリマーの混合物が医療技術において知られている。これらの材料としては
、必ずしも限定的ではないが、ポリ・アルファ・ヒドロキシン及びポリ・ベータ・ヒドロ
キシ・ポリエステル、ポリカプロラクトン、ポリグリコール酸、ポリエーテル・エステル
、ポリ（ｐ－ジオキサノン）、ポリオキサエステル；ポリフォスファゼン；ポリ無水物；
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ポリトリメチレンカーボネート及びポリ（イミノカーボネート）を含むポリカーボネート
；ポリエステルアミド；ポリウレタン；ポリイソシアネート；ポリフォスファジン；ポリ
グリコール・ポリオルソエステルを含むポリエーテル；ポリエチレンオキサイドを含むエ
ポキシポリマー；セルロース、キチン、デキストラン、スターチ、ヒドロキシエチルスタ
ーチ、ポリグルコネート、ヒアルロン酸を含む多糖類；ポリアミノ酸、ポリエステル－ア
ミド、ポリグルタミン酸、ポリリシン、ゼラチン、フィブリン、フィブリノーゲン、カゼ
イン、コラーゲンを含むポリアミドがある。
【００３２】
　磁気要素は、磁気吸引材料を含む何らかの材料によって作られる。本明細書において使
用されている磁気という用語は、磁石及び磁化可能な部材、並びに鉄、ニッケルコバルト
、鋼及び磁石に吸い付けられる種々の合金のような全ての磁気吸引材料を指している。例
えば、磁石は、ネオジム－鉄－硼素、コバルト等のような希土類磁石とすることができる
。前記の第一及び第二の磁気要素は磁石として示したけれども、これらの磁気要素のうち
の一つだけを磁石とし、他方の磁気要素は第一鉄材料又は一方の磁石に簡単に吸い寄せら
れる他の材料としても良いことが当業者にはわかるであろう。磁気要素はまた、該磁気要
素を体液の潜在的な腐食作用から保護する保護コーティングを含んでいても良い。非限定
的な例として、磁気要素は、パリレン、ポリエステル、ポリウレタン、ポリエチレン、ポ
リアミド、及びシリコーンのようなポリマーコーティングによってコーティングされても
良い。該コーティングはまた、種々の金属又は合金、例えばテフロン（登録商標）及びパ
ラレン（登録商標）等によって形成されても良い。
【００３３】
　以下、本発明のステント１０を給送し且つ埋め込む方法の例示的な方法を給送装置１０
０に関して説明する。非限定的な例として、総胆管と十二指腸との間に吻合を形成する方
法が示されている。当業者は、本発明のステントと磁気要素とを使用して他の導管と十二
指腸又はＧＩ管の他の部分との間に吻合を形成することができることがわかるであろう。
図６～１０に示されているように、ステント１０を総胆管１２０内に配置するために給送
装置１００が使用される。図６を参照すると、腹腔内の幾つかの器官の相対位置が示され
ており、これらの器官としては、膵臓１１０の膵管１０２、十二指腸１２２、胆嚢管１２
４、及び胆嚢１２６が含まれる。総胆管１２０の穴を閉塞して該総胆管からの流体の流れ
を遮っている塊１３０も示されている。
【００３４】
　図６に示されているように、給送装置１００典型的には高周波数音波を使用して生体組
織又はエコー源性面の像を形成する内視鏡又は内視鏡超音波（ＥＵＳ）装置が十二指腸１
２２内に配置される。図６にはＥＵＳ器具１００が示されており、ＥＵＳ器具１００は、
該ＥＵＳ器具から延び且つ十二指腸１２２の壁及び総胆管１２０の壁を貫通しているニー
ドル１４０を備えている。図７に示されているように、ステント１０は、十二指腸１２２
の壁及び総胆管１２０の壁を貫通して挿入されたガイドワイヤー１４２の外周に沿って送
り込まれる。ステント１０の遠位端部３０は、第一の磁気要素４０が総胆管１２０内に位
置決めされるように総胆管１２０内に位置決めされている。ステント１０は、総胆管１２
０と十二指腸１２２との間に延びてステント１０の管腔２１を介する穴を形成し、流体が
総胆管１２０から十二指腸１２２内へと流れ込んで胆管閉塞部の迅速な減圧が提供される
。
【００３５】
　図８に示されているように、第二の磁気要素４２も同じ給送装置１００を使用してステ
ント１０に送り込まれる。別の方法として、当業者がわかるように、第二の給送装置を使
用してステント１０の近位端部２０に設けられている第二の磁気要素４２を配置しても良
い。図８に示されているように、押し込みカテーテル１４４が使用されて第二の磁気要素
４２がガイドワイヤー１１０の外周に沿ってステント１０上の定位置に押し込まれる。同
様に、代替的なタイプの導入器カテーテルを使用して、第二の磁気要素４２が十二指腸１
２２内のステント１０上の定位置ヘと送り込まれる。
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【００３６】
　図９には定位置にあるステント１０が示されており、該ステントは、総胆管１２０から
十二指腸１２２内への流体の流れのための穴を形成している。第二の磁気要素４２は、ス
テント１０の近位端部２０の外周に可動状態で配置されており且つ第一の磁気要素４０に
向かって進入せしめられつつある。第一の磁気要素４０と第二の磁気要素４２との間の吸
引力は、第二の磁気要素が例えばＧＩ管が動く際にステント１０から落下するのを阻止す
るのに十分な大きさである。ステント１０はまた、第二の磁気要素４２の位置の近位側に
突出部７０をも備えており、該突出部７０は、磁気要素４２がステント１０から外れるの
を防止する補助ともなっている。図８に示されている矢印は、第一の磁気要素４０に向か
う第二の磁気要素４２の移動方向を示しており、この移動はまた十二指腸１２２の壁を総
胆管１２０の壁に近接させる。
【００３７】
　図１０には、ステント１０上で第二の磁気要素４２が第一の磁気要素４０に結合した状
態が示されている。第一の磁気要素４０と第二の磁気要素４２との間に挟まれている組織
は、死ぬか或いは壊死して十二指腸１２２と総胆管１２０との間に吻合を形成して総胆管
１２０からの流体の排出のための永久的な穴を形成する。吻合は約１０日以内に形成され
る。最終的には、ステント１０と第一及び第二の磁気要素４０、４２とは、穴から落下し
且つＧＩ器官系内を自然に通過する。ステント１０は、磁気要素４０，４２と共に医師に
よる付加的な介入無しで通過するのが好ましく、例えば、ファーター膨大部１１４を通し
て総胆管１２０内へ挿入されていたステントに取って代わる必要がある。
【００３８】
　ステント１０はまた、代替的な挿入位置を使用する給送装置１００を使用して総胆管１
２０と十二指腸１２２との間に配置することもできる。給送装置１００は十二指腸１２２
内に位置決めされ、ガイドワイヤー１４２はファーター膨大部１１４を介して総胆管１２
０内に挿入される。閉塞によってガイドワイヤー１４２が総胆管内に入るのが阻止されて
いる場合には、総胆管１２０へアクセスするためにＥＣＲＤ内視鏡が使用される。ガイド
ワイヤー１４２又はニードル１４０は、総胆管１２０内へ挿入され且つ総胆管１２０と十
二指腸１２２との両方の壁を貫通せしめられる。ステント１０は、総胆管１２０内を通っ
ているガイドワイヤーの外周に沿って総胆管及び十二指腸の壁を貫通している穴から挿入
され、ステント１０の近位部分が十二指腸内に延びるようになされる。第一の磁気要素は
、ステント１０の遠位端部分３０と共に総胆管１２０内に配置される。第二の磁気要素４
２は、上記したように、ステント１０の近位端部２０の外周に沿って進入せしめられる。
【００３９】
　上記の図面及び開示内容は、例示的なものであり且つ排他的なものではないように意図
されている。この説明によって、多くの変形例及び代替例が当業者に示唆されるであろう
。このような変形例及び代替例の全てが添付の特許請求の範囲内に包合されることを意図
されている。当業者は、ここに記載された特定の実施形態の他の等価物がわかるであろう
。このような他の等価物もまた添付の特許請求の範囲によって包含されることが意図され
ている。例えば、以上においては本発明を例示目的のみのための胆管系に関連して説明し
た。非限定的な例として、本発明の原理を、膵臓系のような胃腸管内の領域のみならず他
の脈管系のような胃腸管の外側領域を含む患者の体内の他の何らかの分岐した管腔又は脈
管に適用することは、当業者の想到範囲に含まれ且つ添付の特許請求範囲内に包含される
ことが意図されている。
【符号の説明】
【００４０】
１０　ステント、　　　　　　　　　　　　　１４　管状の本体（ステント）、
２０　管状本体の近位部分、　　　　　　　　２１　管状本体の近位の開口、
３０　管状本体の遠位部分、　　　　　　　　３１　管状本体の遠位の開口、
３２　管状本体の管腔、　　　　　　　　　　４０　第一の磁気要素、
４２　第二の磁気要素、　　　　　　　　　　４６　第一の磁気要素の外径、



(10) JP 2013-507185 A 2013.3.4

10

４８　第二の磁気要素の外径、　　　　　　　５０　接触境界部、
５２　第一の磁気要素の第一の接触面、　　　５４　第二の磁気要素の第二の接触面、
５５　ストッパ部材、　　　　　　　　　　　５６　第一の磁気要素の遠位端部、
５７　第一の磁気要素の近位端部、　　　　　５８　重なり縁、
５９　第一の磁気要素の遠位端部、　　　　　６０　穴、
７０　保持部材、　　　　　　　　　　　　　７２　穴、
１００　給送装置、　　　　　　　　　　　　１０２　膵管、
１１０　膵臓、　　　　　　　　　　　　　　１１４　ファーター膨大部、
１２０　総胆管、　　　　　　　　　　　　　１２２　十二指腸、
１２４　胆嚢管、　　　　　　　　　　　　　１２６　胆嚢、
１３０　塊、　　　　　　　　　　　　　　　１４０　ニードル、
１４２　ガイドワイヤー、　　　　　　　　　１４４　押し込みカテーテル
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